


「

       ず 〒 ■~・

ぐ校の縮目♂
語科研究構想

倉 IJ造  ‐ 歴コ主  ‐ 協 同

<研 究 内

糞1嚢競壺舞I  ξ
<全 校 研 究 主 題 >

鳥嘉彗≧的l三
Q仲間の表現のよさを頭

°
F天れ,

個と集団を鍛え奥建翼藁翼の窪盟―
 基礎・0基本の確実

ミユニケーションしようとする姿。
より豊かなコミュニケーションをしようとする姿

`

<生徒の実態>

―泉中英語 1-

導計画の立案

・場設定

=■
夫をすfi力

の基礎の
亨ザ

:して,学買中容資はつさりさせたり
・
,覚

iえ

たり,鉢習tた りそきるよづ:メ 受ヾ百効果馬こ極番持浮な:

T奪典賽皐善ぜ盃霊曹馨警量露言ド真黎撃書におけるリーダー指導や―話し合い
活動の定着を図る。    

′ ~~~∵ ~ツ ′ / J回マ ロH υ ttV・ イ
・ ・バズを支える基本的な対話表現を身につけさせるために,タ ラスルニ|ムイングリツシュを意図的に使つていく。    ‐   i  ‐|
・聞き手や話し手を意識した,■語その基本的な応答にっぃて指導して
いく。
・プローチャー トを使つてバズの基本的な進め方を指導していく。

‐4自分と伸間の違いに気つぎ
「 =き
を或丁入乳そJIこうこテ∠態農碁覇言「

理露言言曽言雪,33:言子 言ざ 甘≧選ぶ 風Fl: :ヽこ



語

1研究の目的
(1) 願う生機の姿
ある生徒の作文であるQ

私は教科の中で英語が二番好きです。成績

はあまりいいほうではないですが,英語を

話すことはとても楽しいですふ:ALTの先
生が来校されたときはいつもわくわくして

います1時間があれば,体み時間に職員室
へ行つて話をしよぅ

.ど
しそぃます。ぅまく

話が伝わつているか不安になることもあり

ますが,単語を並べて何とか話をしていま
す。家族で外国:へ旅行したときも,で きる
だけ外国の人に話し掛けようとしました。

スラスラ話すことはできなくても,自分の

思もtt｀ることが伝おもたときはすごくぅ
れしかったです。

この文章の中には,英語科で願う生徒の姿
のひとつ,積極的にコミュニケーションを図
ろうとする姿が,.端的に表れている。

英語科で|ま願う生徒の姿として以下の 2点

を考えている。

。自分の考えや畢ぃ瞥積‐撃申||デ ミ
ユ■

ケーションしようとする姿:    |
0仲間の表現のよさを取り入れ,よ り豊
かなコミユニケ∵ションをしようとす

る姿。

、しかし,毎 日の授業の中やALTが 訪問し
たときの生徒の様子を見ると,こ のような姿
ばかりではない。         _
話‐したり.書ぃたりする.内容がは|つ きわし
ていれば,自分なりあ1表現を工夫しようとす
る積極的な姿が多く見られる。しかし,それ

を自分から意欲的に相手に伝えようとしたり,
受けとめたりする姿勢はやや弱い面がある。

これらの原因として:文法的な誤りを気に
したり,自分の毒現したい■どを日本語から

英語に置き換えよ
・
うとしたりして,自分の表

現に自信が持てないこと。また,自分と仲1間

の表現内容に大きな相違点がなぃので,コ ミ
ユニケTシ ヨンすることに対して意欲が持て
怒いことのふたつを考えた。‐  :

(2)英語科における仮説        |
栞語は言葉である。言葉は1基本的には

'コ
ミュニケーションのためにあり,コ ミユニケ
∵シヨンを目指さない言葉の学習はない。英

語は,相手に自分の意思を伝えたり相手の言
つていることや書いiて いることが理解できた

りして,情報が伝わったときにその機能を果
たすことができるふ英語学習の本来の喜びは ,

英語を使つて自分の身の回りのことや考えた

ことを相手に伝えた :り II相手の言つているこ

とを理解、したり「したとき,ま たはその能力を
身につけていく学習過程において生まれるも

のであぅ。    ..:「   ..
また,下人ではで,きなからたことも,仲間
の中
~で
練習したり教えあつたりしてできるよ

うになることもある。i

バズ学習を効界:的年取‐リネ■.尊響が適切
な援助を行なえば,生徒二人‐人

iか

個性を発
揮し,相互に励まし合い,認め合t｀なから学
習することを通して ,人間関係を深めながら,

英語学習に対する興味関心を1高め
「
■人一人

の力を伸ばして
‐
いくことができると考えたふ

そこで ,「個人はよりよき集団を形成 し,集

団はよりよき個人を
―
形成する:Jと いうパズ学

習の理念を基盤に,「集団と個を鍛えるパズ学

習の究明」を研究主題として,以下の 3つ の

研究内容で実践をしてきた。

研  究

T泉中英語 2-
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研究内容毒

ズヾ学習審位置づけた指導計画勢立

単■1‐昇尋レキ婿帯:討甲奮事1琴
=|,学
琴
的

なバズ
ー
の方法・場の設定を工夫していけば ,

相互に励まし合い,認め合いながら学習する
ことを通して人間関係を深めながら:信頼関

係のある集団の中で,実践的なコミュニケー

ション能力の基礎を育成することができる。

研究内書鰻

撚性のあるパズ学習のあり方総究蠅

バズ学習を通して生徒を変容させていくた

めめ手立セを究明してし`けば:積極的にコミ
三ニケニションしようとする態度を身につけ

ることができる。
|

研究内容3

ズヾ学習を支える学び方の定

リニダー指導やバズの進め方など,基本的

な授業のあり方を指導していけば,効果的な
バズが進められるようになる。

2研究内容
(1)研究内容1

バズ学習を位置づけた指導計画の立案

理解バズや補強バズを中 lいにした指導計画

を立案する。

コミユニヶTシ ョンとは,相手を意識.した

活動である。情報の発信者は自分の伝えたい

内容をさまざまな手段を使つて伝達しようと

し,受信者は何とかそれを理解しようとする

態度が必要である。こ1の ように1,「方通行で

は成立しない活動であるため:相手を意識す
ることができるパズを効果的に仕組む子とは,

英語科で願う姿に追るために特に大切である

と考えた。           _    :
また,日常的な会話や簡単な情報の交換な

どができるような実践的コミユニケーシヨン

能力の基礎を養うために,実際に英語を聞い

たり,話 したり,読んだり,書いたりする言
語活動を繰 り返し行なうことが大切である。

1

そこで,課題について仲間と意見を交流しな

がら深めていく探究ノドズよりも,学習した内

容にもぃて繰り遠ι繍書しなから身|こうけて
いく理解パズや補強バズを中心となるバズと

して,1指導計画を立案していく。

(2)研究内容2

必然性のあるパズ学習のあり方の究明

■
‐
■1■ |

‐1鳳黒経あおなパーズーi二蔽j‐ 自募1碁|お |あ表
‐現が広かり:コ ミユニケ∵シ由|ン しようと'す
.る意欲を喚起する課題:こ支え|られていると1考

ネ
ー
な91?率 り

'等
徒の零|ヽや響性が肇響で奪

‐

―泉密英語 轟―



:T重庭Ll三兵底曇百こ鳳逝r'「
たいという課題を設定してぃく。

3研究実践   ・ ‐   
'`|

(1)研究内容 1

バイ学習を位置づIチた指導計由め

=素

実 践 例 ①  l年  PFOgram 3 Hel16,FFiこ ndS.

本単元では,理解バズを中心にュ11内容理解
の時間に事撃強ギィ奪押|み::た靖導計画を車案
した。表現活動をお|な う前に,できるだけ
多くの情報を得るため,例えば第4時で,は「目
米の給食や掃陰,様子9連ぃJにつし`そ補機
バズを位置づけた。まずは課題について教科

書から読み取 り,さ らに知っていることを出
し合つて情報を増や し,表現活動にっなげよ

墓こ曇去   ち
えたからで●ぅ。ま|.響解がズで事.自分
の意見を発表したり班員の意見をまとめたり
することを主な目的とした。補強バ女を行な
つた後なので,持つている情報は班員ほぼ同
じだが,表現のしかたには違いがあるので ,
これがインフォメーションギャップとなり,

声欲的にバズt二参加する.こ とがで毒|るilと―考え
た 。

ツプがあ

聞いてみ

(3)研究内容3
バイ学習を支える学び方の定着

Qギズを支ぇる基本的な対話表現を身にう
■す事せるため|=9‐少うス九ニム

:ィ

ジグリ
|夕 1シ ユを意図的に使うていく。

.華
業1中で教師が積樺的に英語を使もて指
示することで::蘭き手■話し手を意識した,

糞翼I農言曇菖重lttξiFごご「 ::|り
,

②フ甲|11
進め方を指導していく。

バイ学習の中でも相手を意識した活動を大

切に|ていきたい::そあために,相手の発言
内容に反応することや ,自 分の発表の確認を
することをできるだけ英語で行なえるように

する。バズの基本的な進め方をフローチャー

トを用いて班長を中心に指導 してい く。.

畢解バズゃ補撃ノドズを中心にした指導許面
を立案する。

―泉中英語 4-



《学 習 計 画 表 》

日

付
学習内容 活動のめあて バズの内容 ・感 想

基本文

WS(C)(D)

基本文を用いて文を作 り,相

手に質問したり答えたりしよ

う。

[理解バズ]仲間のことを新聞にす
るために,イ ンタビューをする。

§1

内容理解

エ ミリニが どんな女の子か

を読み取ろう。

[補強バス・理解バズ]エ ミリ■に
ついて知り,紹介カードを作る。

話す活動 自己紹介をして仲間に自分

を知ってもらおう。

[理解バズ]多 くのこと知ってもら

うように自己紹介をする。 f

§2,3

内容理解

エ ミリーの給食や掃除の体

験について読み取ろう。

[補強バス・理解バズ]日米の学校

生活の違いについて考える。 ‐
話す活動 アメ:リ カの学校 と比較 しな

がら泉中学校の生活を紹介し

よう。

[理解バズ]仲間の意見をまとめて

学校紹介を作るふ        :

全体発表 N.Y,の エミリーのクラスで自

己紹介と泉中の学校生活の紹

介しよう。  .      :

E理解バズ]役割どおりに,仲間の

前で堂々と発表する。      1

曜日の歌

WS(戯 (B)

歌を通して一避間の睡日を

覚えよう。

PR00露AM3スク中」L琴イ鰤 珈ul巾覇‐「 Piend麟 .
《単元の課題》自分のことや学校―のことを結

‐
介しよう。

:実践例② 3年 Program:3
The D)evelopment of Computers

l 英語の学習におし`ては,学年が進むにつれ
て能力差が大きくなる傾向がある。そのため ,

1英語の学習に抵抗を持つ生徒も少なくない。

:英語を使うことに意欲が持てなかつたり,使
1ヽたくてもどのように表現したらいし―ヽかわか

|ら なかったりする生徒も多い:そ のため,普
段の授業や学校活動の中心となる生活班での

1補強バズを学習指導計画の中に位置づけた。

表現がわからなかった生徒は,仲間の助言

|に支えられながら自分の表現を完成させる。

1自分の作品に自信がなかった生徒は,仲間に

理解された。認めってもらつたという自信―を

持つ。自分の表現ができていた生徒は,伸問
に教えることで身につけた力を確かなものに

していくことをねらいとした。 |‐    |
また,実践的コーミユニケ∵シヨ|ン能力の基
礎を養 Iう ■とをねらいとして,理解バズを中
心となるバズとして位‐置づけたも:書きまとめ

た内容を,伸間と繰 り返し交流することを通
して,定着を図りたぃと考えた。このバイは,|
できる|だけ多くの仲間と交流することを目指

して1‐ 学級内のパズ (ス クランブル)の形式
とした。                  i

T泉中英議 | 5‐



単元指導計画  (全 8時間)
単元の目標

○文章の構成に着目しながら,コ ンピュータの歴史について読み取ることができる●  ‐  1 1
◎読み取つたことについて,感想や意見を付け加えながら話したり,書きまとめたりすることがで
きる。
・疑間詞+不定詞の文,SVOCの 文の意味と用‐法がわかり,身近なことにづぃて表現することが
|で きる。

疑問詞十不定詞の文,SVOcの 文の意味と用法がわかり,身近なこと
について表現することができる。

中心となるバス

◎理解バズ

第2時 題材の導入 §1本文
Iジヨンが久美にコンピ三ニタの発達について語ることになったいきさつを理解し,コンピュータ
め発達め歴史について読み取ろうとする意欲を持つことができる0

課題  What do Kumi and J10hn talk abOut?

○補強バス

◎理解バス
単
元
を
貫
く
課
題

　

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

の
発
達
に

つ
い
て
読

み
取

っ
た
‐
Ｉ
ｔ
を
交
流

ｔ
よ

う
。

第 3時 全体の導入 §2～ 4本文             :
' トビッタセンテンスや「ぃつJ「護が」「どのように」に着目して,コンピユータの発達の歴史や
有効な利用法についての概要を読み取り,書きまとめるができる。

課題 Leザs iead the oudine Ofthe development ofcOmputers.

○補強バス

◎理解バス

第4時  §2本文
コンピュータの発達の第二歩となったバスカルの計算機につし`て;
教科書や資料の英文の要点を読み取り,書きまとめることができる: 

‐

課題 What was Pascars calcula歯餞g machine?  ‐l

0補強バス
◎理解バス

第 5時 §3本文
現代のコンピユ∵夕の発達と嶋さんの功績を読み取り,書き
まとめることができる。‐
課題 Ho青 did thё 職6deinむomputeFS Change?And leザ s talk about MF.shima?

○補強バス

◎理解バス
:

第 6時 §4本文 :‐    ‐
|■ 現代のコンピュニタの便利さと弱点を読み取り,自分なりの意
見を書きまとめることができる。

○補強バス

◎理解バス

課題 What ttJtho strOng points and woak points ofthe cOmputtrs?

第1時 半乖の発展 春本時       1 ‐
コンドユァタの発達|こついて読み取ったことを参考にして,これから自分はどの
ようにコンピユニタを使ってしヽきたぃのか書きまとめることができる。 ,
課 題  What dO you wanttt dO with cOm静 球協 i息

'

○補強バス

◎理解バス

第 8時 単元のまとめ
文章構成を工夫してコンピュータの発達について,自分なりに書きまとめることができる。'

1課題 Leザs talk about the development ofcomputers.
○補強バス

◎理解バス
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‐ ‐
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‐ ‐
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口
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1‐ I

相手1の意見と同じとき _‐
I I think sO,tooo Me,

相手の意見と違うとき

I I don't thinkヽ sot'

tooe    That's right.

その他
崎餞1イ・・れ

I「
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.Iチ・・・轟摯浦誉I琴薄
ⅢⅢ下申Ⅲ…
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……
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課 題
レ

what do yOu、 want to do with computers?
__ コンピュ∵夕:を使つてどんなことをしたいか。

ンピュ■夕をi使ってどんな、こi≧ができ―るiだ

―泉中英語17-
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*理由もできるだけ具体聾書書こう■,1

来できるだけ
｀
原稿を見なも`で話そう

*聞き取つたごとをメ吾しよ夢

A: What do you want to do with cOmputers? Tell ne about it?

B: Sure. I want tO
:

Because

llon about you, A?

自

己

評

価

相手の目を見て話すことができた A‐ B C
相手の意見に英語で反応することができた A B C

何人の仲間と話すことができましたか 人

Step oま とめ コンピュータを使つてしたいことをまとめよう

T泉中英語 ■レ■

Step 2

相手に聞こえる声で話すことができた  ●

半評価 (A:じうかりできたB:意識したので少しはできたC:ほとんどできなかつた}



補強バズでの金謡

'':
':'.
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ffi,ft,ffi 0 AtrLrlr*Hffi'Lfr b. S.6,]ck#re r

また,そ の後の理解バズは学級内でのバズ

としたが,生活班内でのバズに比べ自分の表
現活動を交流する回数が増えるとともに,自

分から相手を見つけて話そうとする積極的な

姿勢が多く見られるようになつてきたも｀

(2)研究内容
=           

‐.:
必然性のあるバズ学習のあり方の究明

生徒の個性や願いが発揮できる課題や9イ ン

フォメーションギャップがあり,話してみた

し々ヽ聞いてみたいという意欲を喚起する課題

を設定する。

実践例① 2年生

PFOgralm 3 ‐      1    .   ‐
In快)resting PlaceSiand ThingS in Ausち

=ali■
この単元では教科書の題材をもとに,オニ

ス トラリアの紹介文を書くことを単元の目標

とした。単位時間の流れは以下のようである。

人の書きまとめ

介文の手直し

教科書から読み取れる情報に対して生徒一

人一人がどう思つたのかを付け加えることと

した。共通の情報を持つてもっそこから考え

ることは,各 自違いがあり,それがインフォ

メーションギヤツプになると考えた。

一
■
０
●

た

A:で きた。聞いてよ。

Do ソou haVe any trёubles in your
writing?わか らない ところある ?

G:No.

A:00K.First,A,please・    1 ‐

B: I want to do e‐ mail. I want to make

撃any fFie=d急 .′わかつた?

A:I see.

D:make friendsど うぃう意味 ?

B:友達を作る。|

D:そのまんまやん。
A:0.K?Noxt C,please.

Oil w,lt“ 平ake games with computers.
Because l like gamOs and l want to make

my OFiginal game0  0.K?    :

G:0。 K.

A:Next,D please?

D: 0.K.I want tO draw pictureS with

CO■putersI BecauSI I like drawing

■ pi■平res‐ dFaWの スベルがわからん。
A:わからないところあるやん。
p11〈

:ネベルに)自信がないもの。‐
31111‐‐轟わからた

'

‐泉中:英語′:,｀9ニ

A:班長



′課題 :オニス トラリタの道路標識についてま

とめi自分の意見を書いてみよう。

生徒∽作品例

《共通の話題》

TheFe are lnany road signs in AustFalia・

They lnean,“ Be careful of wild inimalst"

vttla五五imalo Fu五 6五ごibi the FOad.

《生徒の考え》|・
   i

liwe ttittnat arioど fistiaid we must drive

carefully.

・I like animals very much. So l don't

drive a car in」牡ustralia.    :   : : |

・In Japa■ 30me bOys run out oi thё  rOad.

Sb缶ёt血tSt diivOこ aFё fully too。

:は
じめはどんなことを表現

｀
したらいいのか

わからない生徒が多かつたが,パズの中で交
流していく中で,手直しする時間には,仲間
の意見を参考にしながら自分なりの表現をし

ようとする生
:徒

が多くなもてきた。

実践例② 2年生
Progra五 8   A Cleanup Campaign

この単元では,教科書の内容について,あ
るトビックを設け,内容から読み取つたこと

|アー挿勁lllつレ:)|てい新蘭1議事が書かれてぃる。
1箸すす|:|ず:|lt.||″ |=|1摯 |うい|リポニ

卜
:|11書
|||111‐れⅢIⅢⅢなぃサみず11´ |ヽIⅢ

を行うたこ

二喜重1農 :11[:彎警彗El:盤

'3空

卜には文を書くのでなく,キーヮ∵ドとな
―
る

単語のみをメモし,話すときのヒントとした二

バズ勢話題

バズ①
イ
§1,2

What did young poople'do as

work?

What did they feel?    
‐

What dO you think of theiF

work?

バズ② §3,4
WЪat did Ki血 i d6 a息

volunteer

' .t,

volunteer

volunteer work?
What did she feel?

What do you thittk Of hor vOIuntebr wOFk?

まとめ まとめ
Did you ever do volunteer work?

報 中英語 10-



バズ①の様子(授業記録より)

EL:Let's start Buzz Talkingi

‐EL:What did you do voilunteer woFk,M子 ?

|.略

“

LI What did tttё y feel,T男 ?'

‐  略
EL:i What do yOi think Of their volunteer

‐ ‐ wOrk?  ‐     ・

:A 子 :I think the yo■ ng ipeOple did a

l , wonderfulj9b「

IEL: lⅥe, too.And l think‐ they are nice

l    people.

IT男 I They Feally touChed mte.

IA子 II Iwant lЮ  saュ "Thank yOu." tO young
l    pё ople.

略
i EL:That' s all.Thank you,everyone.

初めてのバズだつたが,ELの リー ドでス
ムーズにすすめることができたもしかし,感
想を話す場面では,自分の考えとではなく教

科書から,株き出しが目立つた。授業後の生
徒の反省にも,「感想はありきたりのことしか

言えなかつた。Jとあつた。

メンバーも自分の考えを話すようになった。

Me,tooや a littleな どの間違いや,日本語も

少々あったが,教科書から離れ自分の意見を

英語で話すことができるようになっていつた。

実践例③ 3年生 PFOgran 3 1    1
The Developlnent of computers   l

本単元では,文章の構成を考えl自分の考
えとそれに至つた理由を書きまとめるこ―とを

学習の中心とした。題材を読み取ちた後,教
科書内容に理由を求め,主に登場人物に対す
る考えを表現していくこととしたも登場人物

に対する考えが同じでも,そ う考えた根拠が

違つていたり,根拠が同じでも,考えが違つ

ていたりする。このようなギャップが,コ ミ
ュニケーションする意欲を高めていくと考え

た。              |    |
ここで取り上げたのは,教科書題材を学習
した後の発展的な活動として位置づけた授業

の実践である。ここまでコンピュ■夕の発達

について学習し,主 に登場人物についてさま

ざまな角度から考え,自分なりの考えを書き

まとめてきた。題材の最後は,ThO value Of

computers depends on our creatiヤe use Ofit.

という1文で締めくくられているもつまり,コ
ンピユ■夕の価値は我 の々使い方にかかつて

いるということである。そこで ,こ の時間で

は,生徒一人二人がこれからコンピュータを

使つてどんなことをしていきたいか というこ

とにっいて書きまとめさせようと考えた。
|

これまでは自分の意見の根拠を教科書の文

章から考えてきたが,本時では個人的な興味 ,

関心が表現の基本となるので,1今まで以上に

仲間の考えに翠嗜を持|,穂響‐響:に活動でき
ると考えた。        .

2回 目のバズでは ,
自分について話したこ

T男 くんが掃除嫌いの   ‐ ‐

とがきっかけで,他の   1・
| 

｀

    1

二泉申慕調|:111鳳

バズ②の様子(授業記録より)

略

EL:What db you think of heF V1linteer

轟ork?'              |
M子 :I think KuⅡ li did a wonderfuljob.

T男 : I‐ think she is a ‐very nice ttirl.
Becattsle l don't like clean up. :

ELi Yles,‐ yes.:Me, tOo.Cleanup is very

very hard andめんどくさい。

|千
1:li≧e Cleanup tt li,tle・ It,I s lery nice

いい事 .

略        ‐ 1「



資料

本時の目標

コンピュータの発達について読み取つたことを参考にして,こ れから自分はどのようにコンピュー

タを使つていきたいのか,根拠を明らかにして,2～ 3文で書きまとめることができる。

本時の展開

過 程 動活習学 教 師 の 指
'導
 , 援 助

課題のi

生み出し

課題の

追究

習復

|

:

|

学び合い

まとめ

0絵を使つて対話形式の質疑応答を行なう。

We studied the development ofcOmputtrs.

・:・ 11: The Valu0 0fcOmputeFe depe五 ds on our.

creatiサ e use ofiti,

0コ ンピユニタを使つてできることをまとめる。

・インタエネッ
ー
ト :・ Eニメイル ・文章を書く(ワープロ)

1絵を描く1・ 計算をする ・翻訳  ・ゲーム
・洗濯  ・掃除  ・調理  ・音楽を演奏する など

loコ ンピ■T夕を使って自分がしたいことを,理

由を明らかにしながらまとめる。

What do you wantto do wlth computers?

コンピュータを使つてどんなことがしたいか。

○質甲の答ネ事日李語:栞単語を調
めていく。

・仕事を楽にしてきたこと,・ 小さく.

なって汎用性が高まつたことを押

さえておく,も  |       ∴

○真剣に聞く態度や,うなずきなが

ち聞k態度を認あていく。 
′
.I:

・英語でも日本語でも認めていく。
)

○板書にできることを実語そ桂置付
｀

け,表現活動のヒントとなる,よ う

にする。

・コンピュータが制御して行なうこ

とでもできると考える。1 1‐

O質問された単語は板書しIi他の生.

徒の参考に1もなるようにするι

l文章の構成て結論` 理由)'を意識
:

して書くふ
.    : ‐ 1‐「

0バズで願う姿      :
A:仲闊の助言r'‐申弓表事ずr挙る。|
B:自己表現が相手に伝わるか確認モ

:ぎ

る:ヽ
Ci仲間に助言でき:う 0  _ 1
・バスの進め方は予め班長に指導し

○自分の意見を積極的に話そうとし

ている生徒|の態度を轟める●

・聞:き取つたことはメモを取るよう

に指導するも
-     1

=話 した相手を記入する名簿を用意:

する。            |
0自分の意見に対する聞き手の意見

:

もで孝るだけ尋ねるよう1こするo.
0バズを通して意見が膨らんだ生徒

の作品を紹介する。

ておく。‐

l……三二_二L三二三二_三二_二__二 ____二―一―一_三二__三二三二____三 ____」

○バズ学習① 生活班での補強バス(輪番法)
班員全員がそれぞれの考えを自信を持つて

発表できるようにしよう。    i

○バズ学習② 学級での理解ノドス(スクランブル法):
Iできるだけたくさ―んの仲間と交流しよう。

仲間の意見を参考にして,自分の意見をまとめる。

⑪

紺聾lttWI腹鯖要零
I. ryant to.Ialk with my pen pal

with e'mail, too.

二集中英語 12-



課題

trVhat do you want to do with computers?

生徒に与えたフレーム

I waitto

Because

with computers.

生徒の作品

I wantto do e"Inail and shopping.

I want to make a big company. Computers

can do a lot of work very quickly.

I want to do e‐ IIlail and makё  many
iriends.I can get a lot ofinfor]阻 ation very

quickly.

体験や知識を生かしながら,生徒は自分なり

の表現をしようと意欲的に取り組んでいた。

2回 目のバズでの交流では,それまでの授業
より,多 くの伸間と対話する生徒が見られた。

(3)研究内容3‐

バズ学習を支える学び方の確立

①バズを支える基本的な対話表現を身につ
けさせるために,クラスルームイングリ
ッシュを意図的に使つてい<.

実践例① クラスルームイングリッシユ
ー の指導

学年当初に教科書を
｀
使つて指導すること

の他に,以下のような表現を中心に毎時間の

授業の中でクラスルームイングリッシュを

使つてきた。

年

Looko Listen4 Again.Pardon?

Thank you.Please listen to lne.

PleaSe Fead §1.Starte Stop.

Tilne is up.Do,ou understattd?:

Yes,I do.No,()nce more please,

Can yl■ help lne?

Do:ナ 6u have五五y quos髄9■8?

spOak 10udly.    :    ‐

How do you prb■ oinこo thiS WOrd?

HOw about you?  ■|. : |

2

年

Il ll talk‐五bOut― . Excttte mol l

Will,Ou say itin English?  ・

GFeat. How wondeFfull

Take it easy.  Much betteF.

How do ylu sa′ゴit itt Engheh?  |

What do ylot:think Of― ?

Start ieadi=g atline l。  |    |‐  ‐

I can't heaF yo:● 1       ‐    ‐

It五ёユis～ .0.K?
Tr,it agiin,please.  Iザ s yOuF turn.

3

年

I ttgree with～ san.  _
Any advice?

Pllaso speak a little moFe,lo■ 1,

0,ё n yOur IILOith a littlo mbFё :

～  `S VOiCe Was clear.

～ `s pronunciation wasき 。Od.

I think you have to practice moFe.

I'1l tell you the outline of §l in

English.

I hope yOu'1l bo～・

■泉中英語 13-



できるだけ英熱を使つて難黙徹ξまlず 還tと
した。1機轟 :よ薫昧が為からない鉾でド甦Mで

構チエを感じた後で ,.難!本鑽で構攣ほ畿版 した暴

濃|れて―く4は いた.カミつて:英轟参弊で理解で

ぎるよつ:こ なってきた。・まま♪誨.単な表‐轟‡よ

鍛締を葉似て,バズ鉾 :ま増で綾ぶ瀑≧す轟犠綾
がi賛えてきた。

熙贔櫃畿  懺ぜ『
蓮魏ttt「 ぶゞtil鏃裏》ドl轟卓ゃs

|〕 r攀覇ぜ轟欝通13        1:

織n錢‐
IFhittt釧

緯 in Al量鍛蓮ral‐ ia

バズ鉾基本的な進轟方を撻導 した。

眩 T拳 難 盆k攀 裁 o裟か,グ ル
ム プ む 澤

:る 。

L)単ミ釉 sel拳 ざまざ)黙愛〕意〕彗ば務彗:迎・        _、

代表 を 一人選ぶゃ

選 そ]蜆 熙 ごヽ露違錢輿 :舞 ξ熱゛ l拳 ミ《i苺)F Oぎ .覇ず奪減1).

輔食 |よ筑長。

け
電 ]尋 》 津 為 拳 爾 ま 警 憮 ξ 〕 wttru挙

式農まま奪:品 をほ鸞懲ぶ

鯰  
「
h》 漁蒸k驚 饒攀 《壇を最攀務籠§攀聡・

{諸沃様書≪ときまこわかもおかった表現について)

鶉Mに 賣轟ず鶉゛
ザ1卜  装『幸○轟≧表聰諄たい|まざ: 芙轟で霧どうtlう 0だ墨うかTぶ

lま鋏 ぶ:Y攀 豊ミξ晨∵沢〕《〕゙

寸資寵導れたこと:こ哄 てヽ)

ア ドバイスすは申

:  幾》iOや 装表瀧:ドた祭どうだろうか。1

に)l‡脩 轟sI驚浴畢《量lぇキ〕轟ま意ぐ修:集 .

{わからなか轟た表魂}こついて)
‐
代表に買覇すほ。

翼会がバズお違峰てなLく 嶋癬1で ぉ英議で礫

畿薦ミ場翠簿鞠邁撥導す尋通道によもて,がズ
で録轟義会きL警真轟奮ξま機

｀
轟畢とす患馨寵気

が霧1ま れてきよ。すがでな英議で.行取もここ

難できなかつたがかできるだけ美麟:で反応し

ようなすほ資が多く蠅られた。

⑭ン曲轟チや鳳卜徹獲準でバズ埒懸本貶轍

進め篤避鼈導移《しヽく幸

IT褻中英轟 鰭罐―



畿彎鶯鵜

Progr&m 3 New Version

⑬ 夕 颯 蜃 ]ず罠 馘 薇 雉 楊 渕 ヲЮ蜃 饉 鸞 わ な け

国会の選ぬ海 狂 :苺寵

自分の表現で囲ったことはありますか。

それはなんですか。

*これ以後は日本語でOK(で きれば英語で
率Can you help himtter?

:Loボ轟t鹸呟畿斬◎眠意co難puter

L:只 _at do vou w穂餞t t⑫ 盛参議 th computers, A?
*意見の発表
L:Do vOu understand?  意味がわかりましたか。

:翼鷺暉武蠅鯉懸鼈諄鐘哩    :
:*雛か穐讐鉾通じ鯵.g亀献冬嗜辣暉囀歩鞣:
:*駒か馨祗傷鰺̀鍾亀ぎに颯ky鉤鞣  :

L:What's that?
*これ以後は日本語でOK(で きれば英語で)

こんな表現をつかつてみよう。

A

1曇ぬ讐鐘毒撥、通ら型贔鰊

1相手の
'言つたことがよくわからない

|:I Ca五 it u五derstantt wh盆害F豪趣轟at虚.     '`

警れす it l彗減五・  |     
‐
‐
‐.I     COuld you explain it again,pleas摯 ?

PiFdo五 =ne.                 E caft heaK
勁 at do rO颯 職畿a血?|■ ‐    Ⅲ'職 SorFy I戯怒 't unttorstand.
Wtt yO平 Sp警争≧摯懸

=讐

轟l轟鸞賭?

相手の意見 と同じと―き     相手の意見 と違 うとお

Ⅲ think轟む,tO●◆              Ⅲ虫逃遍℃thttnk s轟 9

L運心,too.
hat's right.     

′               .・ ′

そ鍮他

斃晏lly__

T泉中英轟 15-



4考察  ‐
く電)研究内容電

バズ学習を位置づけた指導計画の主裂

理解4ヾズや補強ボズを中心にした指導計画
奄立案する志              |

単澪を見通した学習計画を立案することで ,
バズを効果的に位置づけることができた。こ

れにより,生徒は単位時間の流れをつかみ ,
見通しを持つて学習に参加する通とができた。

また,バズを「理解J「補強Jと いうものに

焦点化することにより,バズめ目的がシャー
プになつたoこれにより,理解バズでは伸闇
に支えられたり,励 まされたりしながら,自
分の表現に自信を持つことができた。補強バ

ズでは,相手に伝わる喜びを実感できる生徒
が増えてきた。

単馬における中心となる活動内容をもつと

はつきりさせること:ご よって,よ り活発な活
動を仕組むことができる。

(2)研究内容21
必然性のあるパズ学警鍵あり方の究覇

生徒総燿性や願いが発揮できる課題や9ィ ン

フォメーションギャップがあり,誕 してみた

しヽ間年ヽてみたいとしヽう意欲を喚起する課題

を設定する。

生徒の願いや個性が発揮できる課題や,イ
ンフォメーションギャップがあり,生徒一人
一人ゃ話してみたい,聞し、ヽてみたいという課
題を設定すること|ま ,意欲的にバVilに 参加し,
できるだけ多くめ仲間tiミ ュニヶニショシ
しようとする意欲を育成することに有効な手
立てであることは明らかになってきた。
しか し,課題によっては表現内容が単調に
なり,1意欲を高めることのできない生徒もい

た0自 己の体験や知識,考えた方が,更に発
揮できる課題を追究していく必要がある。

≪慇》購甕鱚書奪

バズ攀丁警寅え轟学び方の定鸞

授業の中で教師が積極的に英語を通 して指

示することで,聞 き手や話 し手を意識 した英
語で鍛基本的な応答を身にっけさせたり,英
語を使う雰囲気を作つたりしていくことがで

きたふ          (

②フ圏―チャートを使つてバズの基本的な

進め方を指導してしヽく。      |

相手の発言内容に反応することや,自分の
発表の確認をすることを,で きるだけ英語で
行なえるようにするために用いたバズの基本

的な進め方のフロニチャー トは,有効な手段
となった。これにより,バズの中でのうなず
きや問い返 しが多く見られるようになつてき

た。継続的に,指導 していく:中で,ス ムーズに

できるレベルまで高め|ていきたい。   |

①バズを支える基本的な対話表現を身につ
けさせるために,クラスルームイングリ
ッシュを意図的|こ使ってい<.   ‐

―泉中英懸 16-



轟 成桑と籐趙

Φね らいを聯1縦は じえ1～藩難解バズシ鑢:係ミバズ荼

纂:‐ 韓業1的 に1在 輝づけるこ 11に よつて ,■ 曇[め

意欲を高め魯こと力`できた..

○メli維 、人 ス入ぽ〕議 してみない ,問 いてみた
しヽ というζ鷲1毅 凝■繊電1ず るこ1と は ,道 t〔まj考 に

バズに参ブ翼:ヒメ,で おるだけ纂 くげ〕獲:ξ  li羅 と II

ミilヽ 1■ ケー…ショfレ t′ よいうとする意 (波 を「Il裁

tノ きま|:li域関係磋壼深ど)る こと襲′∫ゞ効な l主 で

である (■ とが |ジfら かにな■)な 。

(D授業σ卜|:で 教無卜が線織的に美轟 を懸 :″
・
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riヽ することで ,バ ズの :|で「li雄が ,闇 き Jl

や話 t,卜 を意 i哉 したに :∫:で ご≫基本的な応答

を費に
″
I》 けるこ1と ができた。

C)バ ズσ)基 本的な進ご)なの プ薦―チャー ト:よ )

射I Tlの 発計1に反,応 することや,デ 1分ぽ〕発表

キ確 1滋 するため :こ 有燒な fl段 とな ',た ψ

茫ドii織 人́ 人ヽ、の Iコ ミユニニす ―シ Jン しよう

こ
~ゞ

る意欲をJ遜 めるために,教科書の内容
た I夕でな く,|=|ヒニの体験や無1識 ,毒・え方が

ずこ識:で きる課畿を費に追究 t/て い く必要が

ある。

△′|:社 の遂t欲 を受1に lf霧 め》基礎 ,基 本を費に

つけさせるために,他めバズ (発 蠅バズ〕
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平 成 12年 度 の 研 究 の ま と め

く 成 果 >

1 研究主題「個と集団を鍛えるパズ学習の究明」          ‐

一 基礎・基本の確実な定着を目指して 一
〇小学校 ,中学校が,お互いの授業を交流し,小中学校を通して,バズ学習をどのよ

うに進めていけば良いのかを考え合うことができた。っまり,研究主題にそつて,

児童・生徒の力を高める研究を進めることができつつある。

虚 覇究内容から

(1》研究内容 1 「バズ学習を位置付|ナた指導計画鍮立案J
Oバズ学習を位置付けた指導課程を意識し,その特性を考慮した指導計画を立案する

通とができた。このことにより,児童。生徒鍛学曹に対する課題意識の連続が図ら

れ,|よ り意欲的な学習ができるようになった。

(2)研究内容2 「必然性のあ:るパズ学習のあり方の究明J
O教師が,,ノ ズヾ学習を行うねらいを明確に持ち,学習意欲を喚起す.る学習課題の設定

や「認All画 J「態度画Jを高めるためのパズテーマのあり方を明らかにすることができ

た。また,バズ学習中の教師の関わり方:こついても明らかになりつつある。このこ

とにより,バズ学習を通じて:自 らの意見や考えを広:ずたり深めたりすることがで

きる児童・生徒が増えてきた。

(3)研究
i内
容3■「バズ学習を支える学|び方の定着」

○バズ学習を成立させるためのリニダ■指導や話し合い活動を繰り返し指導すること

年よつて,自分の考えを意欲的に仲間に伝え,仲闘の意見を積極的に取り入れる児

童・生徒の姿が多く見られるようになってきた。

<課 題 >   も

1 研究主題「個と集口を鍛えるパズ学習の究明」

一 基礎・基本の確実な定着を目指して 一            |
▲児童・生徒自らが,自己の成長を実感し,互いに認め合い,,更に自己の持つ力を出

し合い,互いに伸ばしていこうとする力を培つていくことが,よ り「個と集団を鍛

えるJこ とにつながつていく。          .          ‐―

一  まとめ 泉中 1 -



慶 憑甕羹なか蝙            |

(糧》緩甕襦容量 「ポバ攀仄む鐘巡封ξま亀ξ錮藝鑽麒辣童纂滅
×湾臨ら学ぶ農聾む育ては驚蝙:こドババ学醍を幾難疱ξ轟取り入れ,梵菫 :奎i縫がょり学

習意欲を持嘩ことがでおるような難尋参:難:を :集教懸ξ警壼
‐
:こ数轟れてt、 く必要が轟

島。

(壼》緩究晦容黛 「必然難幸あるパズ学習参轟妙慮嚇究轟撮 ‐

×バズ学習を鸞導て轟轟あつたことをさらまこξiミ覚できるような)鍮通詳輔 。相互静F無

をlllAじていくことによって,111徒義学灘患畿を更に継幾さ鶯ていく必要がある。

《導》赳甕儡審導 「バズ学雪を支えはや3驚鸞寵鍼麓
・茫バズ学習中の話し合いを含轟鬱鷲菫撼性織るこ:麗濾「糠蒲濃:こ轟l‐lる 象己責任を思議

させる指導が必要であ轟。
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ここにまとめた『研究紀要』は、今年度の研究の歩みです。各教科の研究の成
:巣
二課
:麗
ぶ限られた頁内 1と 記述されているため1+分 に研究の歩ふ羞法‐えられな

Fい かも
.し
れません。また1今年度の研究はまだ途上にあ ります。1従 .っ て、十分と

:い える1内容になっっていないかもしれませんが、、是非ご一読していただき
―忌憚のな

‐い .ご意見をいただければ:幸 いです。

,.暴 中学校としては、昭和 51年 と平成元年に続いて 3回 目の『全国バズ学習研究

大会』を行うこととなりました。学校ぐるみで40年 間にわたリバズ学習に取り組

んでいる本校に、是非発表をという声が高まり本日の発表を迎えました.本校で

は、二昨年の生徒の姿とは大きく変わり、温かい人間関係があちこちで見られる

|よ うになつてきました..こ の良くなった生徒にさらに自信をつけさせてい くため
'1こ
|は二外部からの評価を頂く機会があればと願っていました。泉小学校では、夏

体みに行われた岐阜県交通少年団自転車安全大会に初出場し、優勝し全1国大会に

も出場しました。一つの目標に向かって学校ぐるみで取り組みを行うことが出来

るという、良い機運が盛り上がっていました。               |
こうした時期に、両校が研究発表できたことは大きな意義があると提えていま

す :｀ 泉小中学校がさらに発展してぃくためにまたとなぃ機会を与えてし`ただぃた

‐と感謝|し たヽしております.そ して、本日の研究大会で頂きました貴重なご意見ご
‐'指導を'謙虚に受け止め、

|さ らに研究実践に邁運していく所存です。今後ともご指

導の程お願い申しあげます。                :‐  l「 ‐   |

りわお



JE― 究 同 入

◆土岐市立泉小学校

三 宅 敏 弘

伊岐見 文子

:加 1藤 直́ 子 ..

村 井 知 子

川 口 直 子

有賀 由紀子

吉 田 雪 絵

‐平 野 孝 雄

長■縄1文 子

八・ 木
.逸・子

◆土肢市立泉 中学校

後 藤 東 一

三 宅 裕 一

:岡 ‐
崎‐哲 郎.

小木 曽 謹也

仙 石 守 一

三 輪  薫

土 本 高 夫

伊 藤 友 子

玉 川  香

水野 久美子

安 藤 桂 子

菅 原 由 直

船 澤 利 枝

宮 本 雅 江

遠 藤 尚 美

西 戸 義 正

古 川 裕 之

高 橋 恵 美

河,合 _清 香

浅 野 祐 恵

加藤 美穂子

楓  正 敏

安 藤 久 子

小 池 友 幸

橋 本 勇 治

古 川 稔 彦

毛 利 知 美

後 藤 裕 予

奥 村 彰 浩

植 田 一 弥

遠 藤 淳 子

古 川 直 利

永 井 明 美

丹羽 :ゆか り

小 栗 敏'子

松本 真由美

中 西 梨 奈

渡 邊 慶 彦

島 崎 優 子

伊 東 祥 子

野村 美智子

加 藤 一 哉

古 田 柳 子

水 野 雅 義

古 田 直 之

田 中 靖 治

林  幸 寿

小 栗 祥 吾

高 橋  篤

野 口 正 史

林  基 憲

齋 木 孝 明

岩 崎 秀 子

水 野 秀 信

岩 井 妙 子

後 藤 祐 輔

藤 原  誠

小 島 典 子

山 田 湯 子

山口 麻衣子

鈴 木 米 久

菅 原i富 江

高 橋 文
:彦

山 内 芳 彦

揖 斐 賀 浩

長 瀬 教 行

福 当 裕 美

小本 曽 肖子

山 本 貴 子

武 田 秀 昭


